


於ける渡来文化の日本化の過程を示す良好な資料であ

ると言えよう。(大津市教育委員会須崎雪博)

跡は、以前の調査により奈良~平安時代の集落跡であ

ることが知られていたが、集落の中心部の様相は様認

されていなかった。

今回、当選跡内において屈舗建築工事が計画された

ため、 1 ， 885m2を調査対象として、平成 4 年 9 月 ~12月

に調査を実施した。

調査の結果、奈良時代~平安時代の掘立柱建物跡G

棟以上、道路状遺構、溝跡、土坑等が検出され、

内より土師器、須葱器等の遺物が出土した。

今思検出された遺構の中で特徴的なものは、調査区

北側中央部をほぼ正南北に走る道路状遺構である。こ

の遺構は、長さ 4m前後の溝が対になって連続してい

る形状で、個々の溝は幅が狭い割には深く、急激に落

ち込んで、いる。不連続の部分が通路であったのか、そ

れともかつては連続した溝であったものが、削平を受

けて、深みの部分だけが不連続で残ったものかは、現

在の状況だけでは判断できないが、深みの部分が宅地

の区画の単位であった可能性が考えられる。

この道路状遺構は、北側は調査区外となるが、南傑

は調査区内で消滅している。そして中央部南寄りに、

西側へ分岐する部分が存在するが、西側への延び、は短

く、途中で消滅する。

これまでの草津市内の調査で、道路と建物跡とが同

時に検出された調窓例が少ないため、今回の検出例は

当時の集落の形態を知る貴重な資料を提出したと言え

よう。

(草津市教育委員会藤居郎)

門ヶ町遺跡は草津市西渋JlI1了目周辺に所在する弥

9次調査区遺構検出状況

その事前調査を実施、調査面積は 8次調査が400m2、9

次調査区が900m2でトある。

調査の結果、掘立柱建物跡10棟、方形周溝状遺構14

基、井戸跡 l基、溝跡 3基、土坑2基のほか多数の遺

構が検出された。

8 • 9次調査区で、最も古いと考えられる遺構は方

形潤溝状遺構で、 8次調査匹ではMT15並行期の須恵

器を出土した溝跡に切られている。 9次調査窪では、

明らかに方形局溝状遺構に帰属する遺物として古墳時

代前期の壷が出土しているが、周溝中央上耀からは、

8次謁査区の溝跡と同じく、 MT15並行期の須恵器等

が出ことしていることから、当該時期まである程度潤溝

が関口していたようである。また、 9次調査区の方形

周溝状遺構を切る井戸跡、からはTK217並行期の須恵

器が出土していることから、当該時期までに周溝は埋

没していたと判断される。

次に、 10棟検出された掘立柱建物跡は大きく 2群に

分けられ、真北から35度前後東に振る一群、いわゆる、

栗太主条患に合致するものと、真北から35度前後西に

振る一群が存在し、いずれも、明確な時期を決定すと

遺物は出土していない。ただ、 9次調査区の井戸跡が

いずれかの一群に帰}請すると考えられることから、 7

世紀前半以降の建物群と判断される。

今回の調査で、当遺跡の墓域と考えられる方形周溝

状遺構群が検出され、過去の調査では、明確な住罵跡

は検出されていないもの、遺跡範囲の北部で弥生時代

中期から古墳時代後期の遺物が多量に出土したことか

ら、遺跡北部が居住空間として、南部が慕域として明

確に区分されていたと推測される。

(草津市教育委員会

生時代から平安時代にかけての集落跡である。 谷遺跡は、これまでの草津川改修に伴う発掘調査に

今回、遺跡所在地内で共同住宅等が計画されたため よって、弥生時代から中世にかけての複合遺跡である
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全景(東から)

ことが判明している。今回も河川改修に伴う発掘調査

として6，600m2を対象に発掘調査を実施した。

調査の結果、古墳時代後期に属する竪穴住居群と古

墳群を検出したのを始めとし、飛鳥時代の祭記遺構、

奈良時代から中世中葉にかけての掘立柱建物群などを

検出することができた。

この内、竪穴住居からは滑石製品製作に関すると推

澱される、滑右原石や剥片などが住居床面および土坑

内から出土しており、当該地に於ける滑石製作に関す

る資料を得ることができた。一方、吉墳群は一辺約10

m強の方墳 3基より成立しており、なお近隣に同様の

古墳の存在が予想される。

調査区西側の扇状地末端の{岳地には、湿地が広がる

が、この湿地内には古墳時代から奈良時代にかけての

多量の土器が内包されていたほか、誼万模造木製品な

どの木製品が出土している。また、この湿地縁辺には、

斎串などを含んだ土坑が検出されており、水辺での祭

柁が行われていたことが確認された。なお、この斎串

ついては、出土した須恵器から 7世紀中葉と考えら

れ、本市における最古の斎串の可能性がある。

掘立柱建物は、方位から大きく 3群に分類すること

が可能であるが、群における建物立地に規格性は認め

にくい。建物群は、中世中頃にて途絶えるようである

が、これ以後、当該地は農耕地として土地利用が図ら

れると推測される。

今回の調査によって、谷遺跡は都合14，900m2余が調

査され、遺跡の大半が調査されたことになる。今後、

時代毎の集落の構造分析や馬辺遺跡との関連性を通し

て、本遺跡の全容が解明できる日も近いであろう。

(草津市教予言委員会 小宮猛幸)

中止国古里遺跡は、妙光寺山から派生する標高約100.5

中宮内箇硯

m------98mの低丘援と!日河道による自然堤防ょに立地し

ている。周辺には北に旧東山道@下々塚遺跡、北東に
あんじようじ

は安城寺遺跡@小篠原遺跡、東には、塚ノ穴古墳が帯

在しており、弥生時代後期から中世までの遺跡が集中

している地域の南端の一角に位置している。

古墳時代後期の溝@焼土坑などを検出した。溝SD
-01は最大幅は、 4.55m、深さ1.2mである。額面形

は、ほぽ逆台形を皇し、上層からは、灰粕淘器皿、黒

色土器片が出土している。中層で7世紀初頭の須恵器

を中心とする土器が多量に出土し、一定の時間幅で廃

棄または、祭配行為に土器の投げ込みによると思われ

る。最下層からは少量の弥生土器が出土した。

トレンチ東側へ緩やかに傾斜しながら落ち込みSX

01を検出した。遺構ではなく、自然地形と晃られる。

6世紀末から 7世紀初頭の須恵器高部、小型組頭査、

土錘、中空内面硯等が出土した。

中空円面硯は、硯部径8.1cm、鋼部最大径11.3cm、器

高5.3cmである。形状は、均二身の製作技法を用いて、部

身の上国を粘土板で閉塞して碗部(陸)を作っている。

硯聞は、内堤式凸型硯面で硯部の贈りの溝(海)は均二

身の受け部を利用している。底部は、欠失して不明で

はあるが他の出土例から焼成時の空気抜き用の穴が穿

たれていた可能性がある。硯麗には、墨を擦った使用

痕と縁に患が僅かに付着しており実際使用されている。

時期は向時に出土した須恵器から田辺編年TK

43'"'-'209型式頃のとみられ、概ね 6世紀末------7世紀初頭

の遺物であろう。

中焔@吉里遺跡は、今問の調査で弥生時代中期から

古墳時代後期の遺構@遺物が確認され、古墳時代以前

には現在の水田地割とは違う包闘が存在している可能

性があることがうかがえる。遺物では 6世紀末から 7

世紀初頭(推古朝)の在地産とみられる須恵器が多量

に出土したことから、今後集落本体の所在が検許課題

になる。また小堤遺跡、(昭和61年度調査)で出土した

同時期の土自信器群と合わせて 6世紀末'"'-'7世紀初頭の
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となる。

中空円部磁の出土によって、古代野洲地域には平く

から文字が普及していた可能性が高くなり、遺跡の性

格も文字を当時最も良く操れる人々として、安氏など

の豪族や渡来人が考えられ、豪族の邸宅や渡来人の集

落や古代東山道に近いため物資輸送等に関する役所的

な施設が存在していたとも考えられる。

(野洲町教育委員会杉本源造)

岩畑遺跡は、野洲JII左岸告然堤防状微高地上に形成

された、古墳時代前期から中世以降に至る

して周知されている。期間に存在する辻、

含めたこの地域は、これまでに古墳時代の竪穴住居が

300棟以上確認されており、拠点的な位翠を占めていた

ことが言える。

今回の調査地は、 1984'""86年度に符われた高野神社

周辺の識査地から、南へ約150m下がった所で、民間の

る。調査の結果、古墳時代

前期から白鳳時代にかけての竪穴住居13棟、奈良時代

から鎌倉時代の掘立柱建物 8棟と耕作痕等を確認した。

中心となる13棟の竪穴住居の時期は、遺物の整理が

進んでいないので明確に答えられないが、調査時にお

ける判断によれば、 4'""6世紀代のものが12棟で、 7

世紀代のものが l棟と思われる。平面形は全て方形プ

ランで、規模は概ね一辺が 4'""6mである。主柱穴は、

4本柱のものが主体であるが、柱穴が存在しないもの

も見られる。また、屋内施設としては、炉、カマド、

貯蔵穴と考えられる土坑、壁溝等が存在する。カマド

もしくはそれらしきものを付設した住居は 5棟存在し、

その内の l棟は、煙道がL字状に屈曲するカマドをも

っ。このタイプのカマドは、県内では辻遺跡、西ノ辻

遺跡に類例があり、県外では、和歌山県問屋遺跡、兵

にみられる。系譜については、朝鮮半

るオンドルとの関係が指摘されている。一

方、住居内土坑は、葦と想、われる板材が炭化して残存

しているもの (12号)や、土坑の周囲に砂擦を敷いた

特異なもの(6号、 9号)が存在した。

今回の調査では、 L字状の煙道をもっカマドや砂傑

敷土坑の子学在から集落内における特定な集団を想定さ

せるものがあり、今後の集落研究にひとつの課題を提

供してくれた。

手原遺跡、は、正南北方向の地割の遺存や、古瓦の出

土、総柱建物群の出土により、古代寺院や官街跡が想、

定されてきた遺跡である。

1993年 7月に行った調査区は、遺跡内においても、

とくに瓦が多くみつかっている地区に近接しており、

掘立柱建物 2棟以上、瓦溜りを検出

掘立柱建物のうち 1棟は、 7間以上X2

もち、東側に庇がつく南北棟である。

はほぼ磁北である。柱の掘方は橋円形もしく

の土器がみつかっている。ほかの I

び、規模は不明である。

言問査区南西隅で検出された瓦溜りからは、

文軒丸瓦 2点、平瓦、丸瓦、須恵器均二葦が出土した。

今回検出された建物群は、謎の存在である白鳳寺院

とほぼ同時期のものである可能性がある。その性格と

しては、桁行が長く庇を付ける大規模なものであるこ

とや、瓦の集中する地区に近接し、調査区内からも瓦

溜りが出土していることから、寺院に関連した建物群

である可能性が考えられる。呉体的には、寺院そのも

のの施設、例えば僧房や雑舎等もしくは寺院を建立し

た氏族の館等、性格が考えられよう。

子原に想定されている古代寺院については、現在の

集落や草津線手原駅の駅舎と重なり、基壇等の遺構も

みつかっておらず、不明な点が多い。しかし、今回の

ような周辺地区の遺構例等から、徐々にその謎は解明

されていくだろう。

(腕栗東町文化体育振興事業団 南森智英)

掘立柱建物
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下鈎遺跡、は、縄文時代前期から中散にかけての援合

遺跡として周知されている。本調査は下鈎字下神ノ子

地区において貸し倉庫建築に先立ち 3月から 7月の問、

約2，400ぱの面積で、調査を実施した。

本調査区の周辺では、 1988年から数次の調査が行わ

れており、そのうち河道跡からは弥生時代後期後葉の

多量の土器と共に鍛錬9点、や銅津も出土している。

今回の調査地は、消道の南西側に広がると想定され

る集落の一部にあたり、土器群と同時期の掘立柱建物

跡 7棟以上、土坑、溝等を発見した。その他、平安時

代の溝、河道、鎌倉時代の河道、理土に永楽銭を含む

柱穴等が出土した。

弥生時代後期の遺構で注呂されるものに大規模な描

立柱建物跡 (SB 1)と鳥居状遺構がある。前者は

南西から北屈に長戦をとる桁行 5問、梁間 2間の建物

で、その規模は桁行8.8m、梁間5.4m、床面積47.5m2

を測る。この建物の特徴は、両妻柱の外側2.8mに棟持

柱を設けていることと、桁側柱の掘方が布掘りになっ

ていること、そしていずれの柱穴にしても建物にたい

して外側にスロープがあり、柱を落とし込みやすくす

る構造をとる点にある。また、柱穴内には直径約36cm

の柱根が 9本残存していた(すべて檎)。

鳥居状遺構は、 SB-1の南東約60mに位置する 2

本柱の遺構で、柱跨距離は3.9m、残存していた柱根佳

は3.4cmと3.8cmでトSB 1と向様に柱穴掘方にスロ

プを持つ。柱の両外側には付属すると思われる柱穴が

存在するが、柱筋に溝や柵列は取り付かない。このや

や特殊な悶遺構は祭式儀礼に関わるものと考えられる。

(腕栗東町文化体育振興事業毘 佐伯英樹)

滋賀県内最大の流域面積を誇る、野洲JIIかは、新放
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壁問調査の実施状況

水路完成前にあっては南流北流の二本に分かれ、それ

ぞれ天井川化した高い堤防内を通って琵琶湖に流れ込

んでいた。現在、砂利採取による平地化事業で急速に

消滅しつつある北流についても、その流れ始めた時期

ばかりでなく、草津川と共に顕著な、天井川かの堤坊

が、倒時頃誰によって築かれ何故天井川化したのかと

いった点についても、 f可等の史料も残されていないの

である。それが古代であるのか、近世であるのかさえ

判らないのである。

今回調査を行なった堤遺跡は、全体として北北西に

向う野洲川北流が、異状なほど南西に屈曲する部分に

所在する遺跡である。遺跡の中心は、中主町大字堤の

集落とその周辺部で、中世~近世にかけての集落跡と

考えられている遺跡である。遺跡の性格や状況を明ら

かにできるような調査も全く行われていない状況にあ

るが、南西に隣接する著名な守山市@服部遺跡と偶じ

自然堤前上にのりやや高所に位置することは、一連の

遺跡の存在を予測させるものがあり注意された。

調査は、遺跡が行政界に有ることや開発の内容から、

中主町教育委員会と守山市教育委員会の合同調査によ

り、既に工事により壁面が露頭している上流側と下流

側の二面(堤紡を含む)を利用した壁面調査250m分

と、高水敷部分の穴掘(グリット)調査 4ヵ所による

試掘調査を実施した。

この結果、野洲川北流の固定化が中世来 (15世紀)

を趨り得ないと考えられる、初期の極めて小規模な右

岸と左岸の堤防を堤集落脇に検出したこと、さらにそ

の回定化による高水敷の形成が江戸時代前期には現在

と変わらないほどに進んで、いたと考えられる資料を得

たことがあげられる。特に後者の年代を推定する資料

として、 1662(寛文 2)年に近江を中心に発生した近

世内陸地震としては最大級 (M7.6)の、琵琶湖西岸地

震グの噴砂跡と考えられるものを検出した。

今後は、これらの分析や整理を通じて、その成果を

報告したい。

(中主町教育委員会辻広志)



今年度の調査は上記の 3ヵ所を対象に、平成 4年 6

月より開始した。調査面積は約4，500mzで、ある。

各郭の名称は、貞享年間に描れた安土古城図を基に

推定されたものであり、必ずしも天正期の郭の主を示

しているものではない。

伝武井部跡、の諦査では、門、倉風の建物の 3棟と、

石組の井戸、溝、水溜などが検出されている。しかし、

井戸、水沼については、安土域廃城後造られた可能性

が高い。

伝信忠邸跡からは、溝状の遺構、素掘りの井戸など

が検出されたが、建物は検出されていない。上記の遺

構は、江戸時代以降のものである。

大手道の調査については、現在、!日線、見寺から主郭

に至る道の下をたち諮って調査した結果、天正期のも

のと考えられる石垣が検出された。このことから、こ

の道は安土城の廃域以後造られた可能性が出てきた。

また、前年度までの調査から大手道は、伝武井邸上段

までの状況は判明していたが、ここから伝黒金門まで

の間が不明であった。調査の結果、信忠邸の北の尾根

上に天正期のものと考えられる幅4.5m---"'"5 mの石段

を持つ道が検出された。また、伝武井邸上段からは信

忠邸の中に入る石垣の残存と考えられるお列が検出さ

れた。これらのことから、大手道は、伝織田信忠邸跡

と呼称される平坦地に一担入った後、黒金門に延びる

尾根上を直線的に登ると考えられるに至った。

今回の調査では、大手道の位置が判明したこと、江

戸時代の安土域内の土地利用を知る手掛りを得たこと

等が大きな成果としてあげられよう。

(滋賀県安土城郭調査研究所大沼芳幸)

新堂遺跡は、神崎郡五倍荘町大字新堂に所在し、箕

作山北麓に広がる標高113---.....1l0mの微高地ヒに占地し

ている。この微高地の基盤層である上部砂磯層は、愛

知)11の約 1万年前に堆積した地層とされており、今ま

でにこの微高地上では縄文時代晩期の土器棺基や古墳

時代前期~飛鳥時代の竪穴住居集落、白鳳期の寺焼

跡@奈良時代の居館跡@奈良時代~平安時代後期の掘

立柱建物集落などの多数の遺跡を発見し調査している。

今回、新たに発見した縄文時代の竪穴住居跡は、こ

の微高地帯の北端に当り、周閤の水沼地帯より約 1

---.....1.5m高い熔地(小字高焔)に所在していた。竪穴住

居跡は、表土下約O.5mの円際を多く含んだ淡黄茶色土

を掘り込んでト構築されており、住居の形状は長径6.3
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mo短径5.5mの楕円形を皇し、内部には壁面に沿って

直径O.2---.....0.4m、深さO.15m前後の小柱穴が十数個あ

り、 1---.....1.5m関階で並んで、いる。住居内部の中央より

やや東寄りに直径 1mほどの土坑があり、この内に口

径30cm、器高34cmの縄文時代中期後半~後期前半頃の

粗製深鉢が直立して埋められていた。この埋饗遺構の

南傑に直径O.4m、深さO.2mの炉跡がある。住居の内

部からは、縄文土器と共にサヌカイト質のお器製j片が

数点出土している。

竪穴住居跡から南へ約130m離れた地点で、も、縄文時

代の土坑を検出している。長筏1.5m短径O.7mで深さ

O.25mの小判形をしたこの土坑は、底臨が火熱により

厚い焼土となり、その理土中からは炭化物と共に縄文

土器や土偶@石器@円擦が多量に出土した。縄文土器

は晩期後半に属し、土偶は頭部と布手を欠いた現存高

6cmを、測る粗雑な作りで僅かに乳房の表現が認められ

る。石器には小型の謄製石斧と蔽石@凹石と共に石冠

が 1点出土している。石冠は高さ 8cm、直佳 7cmを測

り形状は頭部が環状で基部は底面を凹ませた円盤状と

なっている。また環状の円孔部から基部にかけて削り

込んだ出みが左右にある。石質は砂岩である。この芯

冠は中部高地わけでも飛騨地方に分布の中心を持つ特

徴的な縄文時代の石器であり、びわ湖地方の縄文文化

の特質を暗示する好資料といえよう。

(五個荘町教育委員会林純)

縄文時代の竪穴住居跡


